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調査と情報　第２００号 （２００３年１月）

一 　
　
は
じ
め
に

　・
　

宮
崎
県
は
全
国
有
数
の
畜
産
県
で
あ
る
が
、
中

で
も
養
豚
は
盛
ん
で
、
鹿
児
島
県
に
次
い
で
全
国

第
二
位
の
飼
養
頭
数
を
有
す
る
。
近
年
豚
価
の
低

迷
に
加
え
、
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
等
か
ら
小
規

模
飼
養
者
の
飼
養
中
止
に
よ
り
、
飼
養
戸
数
は
漸

減
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
更
な
る
効

率
化
を
目
指
し
て
大
規
模
飼
養
者
の
規
模
拡
大
が

進
ん
で
お
り
、
飼
養
総
頭
数
は
増
加
。
結
果
と
し

て
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
平
成
一
三
年
度
県
統
計
に
よ
る
と
、
飼

養
戸
数
八
二
〇
戸
（
前
年
比
一
二
・
八
％
減
）、
飼

養
総
頭
数
八
三
万
五
千
頭
（
同
五
・
三
％
増
）、
一

戸
当
り
飼
養
頭
数
一
、
〇
二
〇
頭
（
同
二
〇
・
五

％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
経
営
体
と
も
厳
し
い
環
境
下
、
更
な
る
品
質

向
上
に
よ
る
差
別
化
と
飼
料
の
自
給
率
ア
ッ
プ
に

よ
る
コ
ス
ト
低
減
等
、
生
き
残
り
を
か
け
た
努
力

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た「
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
」

の
実
施
期
限
が
迫
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ふ
ん
尿

の
適
正
な
処
理
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ふ
ん
尿
を
堆
肥
化
し
て
地
中
に
還
元
す
る
「
循
環

型
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

な
お
数
あ
る
中
で
当
県
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド

豚
と
い
え
ば
、
宮
崎
県
と
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
が
連

携
し
て
系
統
造
成
し
た�
宮
崎
は
ま
ゆ
う
ポ
ー
ク�

と
県
内
最
大
手
の
農
業
生
産
法
人
「
は
ざ
ま
」
の

�
き
な
こ
豚�
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら

二
つ
に
つ
い
て
、
前
述
の
品
質
向
上
、
差
別
化
等

の
努
力
と
ふ
ん
尿
処
理
の
対
応
動
向
等
に
つ
い
て

紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

二 　
　
甘
し
ょ
を
利
用
し
た�
宮
崎
は
ま
ゆ
う
ポ
ー

　・
ク�
の
品
質
向
上
と
循
環
型
養
豚
の
確
立

　

県
と
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
が
研
究
に
約
二
〇
年
の

歳
月
を
費
や
し
、
肉
質
の
良
い
宮
崎
県
独
自
の
系

統
種
豚�
ハ
マ
ユ
ウ�
の
造
成
に
成
功
。
こ
れ
を

育
成
し
た
高
級
豚
肉
が�
宮
崎
は
ま
ゆ
う
ポ
ー
ク�

で
あ
る
。

　

宮
崎
県
で
は
平
成
一
三
年
度
か
ら�
宮
崎
は
ま

ゆ
う
ポ
ー
ク�
の
更
な
る
品
質
向
上
と
飼
料
の
自

給
率
ア
ッ
プ
、
加
え
て
ふ
ん
尿
を
堆
肥
化
し
て
還

元
す
る
循
環
型
畜
産
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
「
甘

し
ょ
利
用
に
よ
る
高
品
質
豚
肉
生
産
体
制
整
備
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業
期
間
は
五
年
間

で
、
県
で
は
養
豚
用
飼
料
と
し
て
新
た
に
育
種
さ

れ
た
多
収
性
・
低
コ
ス
ト
の
飼
料
用
甘
し
ょ
の
栽

培
か
ら
加
工
・
流
通
・
給
与
ま
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
と
各
個
別
事
業
に
対
す
る
助
成
金
の
給
付
を
、

Ｊ
Ａ
経
済
連
で
は
県
内
畑
作
・
畜
産
農
家
に
対
し

て
、
甘
し
ょ
の
栽
培
・
給
与
方
法
等
の
技
術
的
指

導
と
契
約
栽
培
等
の
推
進
指
導
を
行
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

養
豚
農
家
の
話
に
よ
る
と
、
甘
し
ょ
を
飼
料
に

す
る
と
肉
質
が
良
く
な
る
こ
と
は
昔
か
ら
言
わ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
豚
に
甘
し
ょ

を
餌
と
し
て
与
え
る
と
、
肉
色
は
消
費
者
が
好
む

薄
赤
色
に
、
脂
肪
質
は
透
明
色
に
変
化
し
、
更
に

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
炭
水
化
物
の
影
響
で
肉
の

繊
維
質
が
き
め
細
か
く
な
り
、
う
ま
味
を
増
す
こ

と
が
畜
産
試
験
場
の
実
験
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

試
食
会
で
の
反
応
も
、「
豚
特
有
の
臭
み
が
な
い
」、

「
ま
ろ
や
か
な
味
」
な
ど
概
ね
好
評
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、
①
畑
作
農
家
に
甘
し
ょ
の
生

産
を
委
託
し
、
県
内
の
加
工
施
設
で
飼
料
に
加
工

し
た
後
、
豚
に
餌
と
し
て
与
え
る
、
②
豚
の
ふ
ん

尿
は
肥
料
工
場
で
堆
肥
化
し
、
有
機
肥
料
と
し
て

甘
し
ょ
畑
に
還
元
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
言
わ
ば
、

甘
し
ょ
を
中
心
と
し
た
循
環
型
養
豚
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
本
事
業
で
い
う
甘
し
ょ
豚
と
は
、
出
荷
前

の
約
六
〇
日
間
、
砕
い
て
フ
レ
ー
ク
状
に
し
た
甘

し
ょ
を
一
〇
％
程
度
配
合
し
た
飼
料
で
飼
育
し
仕

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
豚
に
比
べ
て
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
が
二
倍
、
リ
ジ
ン
（
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
一

種
）
も
二
倍
と
栄
養
価
も
高
く
、
ま
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る
作
用
を
持
つ
リ
ノ
ー
ル
酸
な

ど
の
必
須
脂
肪
酸
が
多
い
等
、
ヘ
ル
シ
ー
度
も
高

い
と
い
う
多
く
の
利
点
を
有
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
�
宮
崎
は
ま
ゆ
う
ポ
ー
ク�
の
一
銘
柄

（
付
加
価
値
を
付
け
差
別
化
）と
し
て
売
り
出
す
考

え
で
力
を
入
れ
て
お
り
、
愛
称
を
一
般
公
募
し
た
。

こ
の
ほ
ど�
南
国
生
れ
の
い
も
育
ち
、
宮
崎
は
ま

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

　
　
　
進
化
す
る
宮
崎
の
養
豚
事
情

進
化
す
る
宮
崎
の
養
豚
事
情

―
品
質
向
上
努
力
と
循
環
型
養
豚
シ
ス
テ
ム
―

　
　
　
　

―
品
質
向
上
努
力
と
循
環
型
養
豚
シ
ス
テ
ム
―
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ゆ
う
ポ
ー
ク
・
か
ん
し
ょ
豚
（
と
ん
）�
と
決
定
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
本
格
展
開
中
で
あ
る
。

三 　
　
進
化
す
る
農
業
生
産
法
人
「
は
ざ
ま
」
の
現

　・状
に
つ
い
て

　
「
は
ざ
ま
」
は
、
宮
崎
と
鹿
児
島
の
県
境
の
町
、

都
城
市
に
存
在
す
る
。
養
豚
が
中
心
で
あ
る
が
、

ほ
か
に
和
牛
・
野
菜
・
肥
料
の
生
産
と
多
彩
な
農

畜
産
業
を
展
開
し
、
年
間
売
上
高
四
〇
億
円
、
従

業
員
数
一
七
〇
人
を
擁
す
る
。
昭
和
四
四
年
母
豚

五
〇
頭
で
子
豚
生
産
を
開
始
し
、
昭
和
五
〇
年
に

法
人
化
し
て
い
る
。
繁
殖
・
肥
育
の
一
貫
経
営
で
、

昭
和
五
三
年
に
は
飼
養
頭
数
は
一
万
頭
を
超
え
、

現
在
で
は
年
間
九
万
八
千
頭
を
出
荷
す
る
。
県
内

は
も
と
よ
り
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る
。

「
は
ざ
ま
」
の
成
長
は
、
社
長
で
あ
る
間
和
輝
氏
の

時
代
を
先
取
り
し
た
知
恵
と
努
力
に
よ
る
も
の
と

言
え
る
。

�
多
頭
飼
育
の
現
状

　

養
豚
場
は
一
一
個
所
に
分
か
れ
て
い
る
。
理
由

は
社
内
に
お
け
る
競
争
原
理
の
導
入
と
病
気
の
拡

大
防
止
で
あ
る
。
産
子
数
、
枝
肉
の
格
付
け
な
ど

の
デ
ー
タ
が
各
農
場
の
実
力
と
な
る
。
一
一
農
場

の
各
数
値
は
毎
日
集
計
さ
れ
発
表
さ
れ
る
の
で
、

否
応
な
し
に
各
農
場
間
に
競
争
心
理
が
生
れ
て
く

る
。
病
気
対
策
に
も
万
全
を
期
し
て
お
り
、
例
え

ば
母
豚
や
子
豚
舎
の
温
度
か
ら
湿
度
ま
で
細
心
の

気
を
遣
い
、
ワ
ク
チ
ン
注
射
で
の
予
防
を
重
視
し
、

抗
生
物
質
は
極
力
使
わ
な
い
。

　

な
お
、「
は
ざ
ま
」
の
多
頭
飼
育
は
県
内
で
は
類

を
見
な
い
が
、
飼
育
効
率
の
良
さ
が
こ
れ
を
支
え

て
い
る
。
因
み
に
第
一
農
場
で
は
豚
一
万
頭
を
従

業
員
一
四
人
で
管
理
し
て
い
る
。
一
人
が
七
一
四

頭
世
話
す
る
計
算
だ
が
、
県
内
の
一
人
当
り
平
均

飼
育
数
一
二
〇
頭
と
比
べ
て
み
る
と
そ
の
差
は
歴

然
と
し
て
い
る
。
加
え
て
出
産
数
も
多
い
。
平
均

的
な
養
豚
農
家
で
は
、
一
頭
が
一
回
一
〇
頭
、
年

二
回
出
産
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、「
は
ざ
ま
」

で
は
一
回
一
一
〜
一
二
頭
、
年
二
・
四
回
出
産
す

る
。
肉
質
も
日
本
食
肉
格
付
協
会
の
上
物
が
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
、
飼
育
数
が
増
え
て
も
質
は

落
と
さ
な
い
と
の
間
社
長
の
自
信
を
裏
付
け
て
い

る
。

�
自
社
配
合
飼
料
で
肉
質
保
証

　�
き
な
こ
豚�
は
「
は
ざ
ま
」
が
自
社
肥
育
の
肉

豚
に
名
付
け
た
ブ
ラ
ン
ド
名
で
あ
る
。
由
来
は
き

な
こ
を
使
っ
た
自
社
配
合
の
餌
に
あ
る
。
飼
料
工

場
で
き
な
こ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
麦
な
ど
五
種

類
の
原
料
を
混
ぜ
、
肉
質
分
析
を
し
な
が
ら
改
良

を
重
ね
て
き
て
い
る
。原
料
は
社
員
が
ア
メ
リ
カ
・

シ
カ
ゴ
の
現
地
農
場
を
毎
年
訪
問
し
、
品
質
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
輸
入
時
に
は
残
留
農

薬
検
査
を
欠
か
さ
な
い
。
ま
た
、
大
量
輸
入
に
よ

り
飼
料
代
を
国
内
調
達
の
四
分
の
三
に
抑
え
て
い

る
。
自
社
配
合
は
、
①
中
身
が
把
握
で
き
何
よ
り

新
鮮
、
②
食
べ
た
餌
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら

安
全
、
と
い
う
こ
と
で
名
指
し
で
の
注
文
が
多
い

と
い
う
。
肉
は
甘
い
と
評
価
さ
れ
、
県
内
は
も
と

よ
り
大
都
市
圏
の
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
。

　

餌
の
自
社
配
合
は
肉
の
差
別
化
、
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
都
城
市
で
入

っ
た
ト
ン
カ
ツ
店
に
は
、
間
社
長
の
顔
写
真
入
り

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
畜
産
を
実
践
す
る
、
生
産
者
と
し
て
の
自

信
が
感
じ
取
れ
る
。

�
有
機
肥
料
で
循
環
実
現

　
「
は
ざ
ま
」で
は
平
成
六
年
か
ら
肥
料
製
造
を
開

始
し
た
。
原
料
は
飼
育
す
る
豚
と
牛
の
排
せ
つ
物

で
あ
る
。
畜
舎
の
床
に
敷
か
れ
た
お
が
く
ず
に
混

ぜ
込
ん
だ
微
生
物
が
、
排
せ
つ
物
を
分
解
し
臭
い

を
和
ら
げ
る
。
機
械
で
混
ぜ
、
切
り
返
す
過
程
で

発
酵
が
進
み
、
約
三
ヶ
月
で
有
機
肥
料
が
完
成
す

る
。

　

以
前
は
近
隣
の
農
家
に
販
売
し
て
い
た
が
、
飼

養
頭
数
が
増
え
処
理
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
今

で
は
主
に
自
社
野
菜
の
栽
培
用
に
使
っ
て
い
る
。

微
生
物
の
働
き
で
土
が
豊
か
に
な
り
、
化
学
肥
料

や
農
薬
の
減
量
が
実
現
し
た
と
い
う
。
ゴ
ボ
ウ
、

人
参
や
米
な
ど
の
生
産
物
は
味
の
良
さ
が
受
け
、

全
国
各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
農
場
は
八
〇　
ha

で
、
う
ち
八
〇
％
が
借
地
、
元
農
家
が
使
わ
な
い

農
地
を
再
利
用
す
る
「
担
い
手
」
で
も
あ
る
。
ひ

と
昔
前
ま
で
は
た
れ
流
し
や
素
掘
り
で
環
境
汚
染

の
原
因
と
な
っ
て
い
た
排
せ
つ
物
を
微
生
物
を
使

っ
て
処
理
す
る
方
式
を
採
用
し
た
の
は
、
養
豚
で

は
「
は
ざ
ま
」
が
国
内
で
最
初
で
あ
る
。
適
正
厳

格
な
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
ま
さ
に
時

代
を
先
取
り
し
た
事
業
展
開
と
言
え
る
。

　
「
は
ざ
ま
」の
畜
舎
敷
地
に
は
季
節
の
花
が
咲
き
、

「
汚
く
て
臭
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
な

い
と
い
う
。
食
料
自
給
率
の
低
下
や
国
際
競
争
激

化
な
ど
、
不
透
明
な
日
本
の
農
畜
産
業
の
未
来
へ

の
ヒ
ン
ト
を
「
は
ざ
ま
」
を
通
し
て
感
じ
取
れ
た

思
い
が
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
田
治
彦
）


